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各国のテイクオフ、成熟、高度
大衆消費社会の時期



y = 5.7641ln(x) - 30.383
R² = 0.219
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世界161カ国の投資率と一人あたりGDPの関係（2010年）

相関係数＝-0.20



収斂：1870年に一人あたり生産が少なかった国
ほどその後100年間に速く成長した（Baumol説）



収斂？：先のデータから１カ国取り除き、７カ国
加えるだけで、逆相関の関係は不明瞭になる



一部の国だけとれば収斂が起きているようにみえるが

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

1.2

1913 1923 1933 1943 1953 1963 1973 1983 1993 2003

18カ国の１人あたりGDP（アメリカ=1)

Hong Kong

United States 

Norway 

Singapore 

Ireland 

Netherlands 

Denmark 

Sweden 

Finland 

Austria 

Japan 

France

Taiwan

Italy 

Spain 

South Korea 

Greece 



アメリカとの差が大きくなっている国もある
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